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研究成果の概要（和文）：本研究の結果から、小学校における外国語活動のための語彙・表現集

は（1）小学校教科書に含まれるカタカナ英語や学校周辺で見られるアルファベット表記の語

が「英語」として通用する語かどうかについての表記がなされる必要があることが明らかとな

った。また、同語彙・表現集は（2）それらの語の正しい音声情報を提供し、「音声と意味」の

つながりをより強化しながらも、積極的な文字指導も考えていくための道具である必要がある

ことが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：The results of this research have shown that a word list for 

elementary school foreign language activity should include information about the 

intelligibility of katakana English (English loanwords) and Japanized English words. Such 

a list should also function as a tool to strengthen the sound-meaning mapping of words to a 

greater degree as well as to foster connections between word form and meaning. 
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１．研究開始当初の背景 

2011 年の小学校「外国語活動」必修化を
受け，小学校における英語教育に急速に関心
が高まった．実際には約 30 年も以前にす
でに児童英語教育の方法論(例:山本(1983)，
小神野(1984)) や児童英語教育の是非や本
質(例:北村(1983)，樋口(1983))などの研究が
行われてきた． 

近年では，小学校での英語教育が以前より
盛んになり，それに伴って，教師が求める情
報もより具体的なものとなった．とりわけ，
指導の内容や方法に関する情報が多く書籍

やインターネット等に公開されている． 

また，小学校での英語教育が盛んになるに
従って，現代日本の教育事情に即した研究が
盛んに 行われるようになった．特に，湯川・
髙梨・小山(2007;2008b)に代表される中学校
との連携 という観点に大きな注目が集まっ
ている．さらに，町田・小林・長谷川信子
(2003)による早期英 語教育向けの語彙表の
作成や，外国語活動の指導基準とされる「英
語ノート」語彙の特徴の分析 (神谷・長谷
川・町田・長谷部，2009)など，外国語活動
における「語彙」にも注目が集まっている．
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第 2 言語の習得において，語彙が欠くこと
のできない要素であることから考えても，こ
れら の研究は重要である． 

しかしながら，こうした優れた研究が存在
するにもかかわらず，現場の指導者の混乱が
解消されているわけではない．その理由の一
つとして，これらの情報が英語を専門とする
教員や研究者 から発信されるものであるの
に対して，これから外国語活動を指導する教
員のほとんどは英語を専門としない教員で
あることがあげられる．教育現場や今後需要
が大きくなると思われる教員養成講座にと
って有益な情報を提供するためには，現状を
把握することが不可欠であると考えられる． 
では，実際に小学校で外国語活動を指導す

る教員は英語で何が出来なければならない
のだろうか．小学校教員は，どの程度の英語
力を持っているのであろうか．語彙はどの程
度知っていて， 実際にコミュニケーション
の中でどれほどの語彙を使うことが出来る
のであろうか．残念ながら，これらの疑問に
ついてはこれまで調査が行われていない．ま
た，日本で教育を受けている小 学校高学年
の児童の言語能力，特に日本語以外の言語の
「音」・「語形」・「意味概念」を結びつける能
力やカタカナ英語に対する知識は活動や指
導のあり方に直接影響を与える変数である
が，これらの点についても明らかでない点が
多い． 

 

２．研究の目的 

本研究は，小学校英語教育や教員養成講座
に有用な情報の一部として，外国語活動をす
る際に 教員に求められる語彙や表現を提供
することを目的としている．具体的には， 

(1)小学校外国語活動に従事する教員に求め
られる語彙・表現の調査 

 (2)児童の言語能力及び語彙知識の調査 

(3)教室英語資料の分析を通して，コミュニ
ケーションの素地を育成するための外国語
活 動を行う際に指導者が事前に知っておく
べき英語語彙や教室英語表現を調査や資料
から収集し， 指導基準とされる『英語ノー
ト』を補完する役割を担う語彙・表現集のた
めの基礎データの収集 

の 3つを主な目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究は研究者を「教員・児童のニーズ分
析班」，「児童の語彙知識調査班」，「教室英語
資料分析班」の３つのグループに分けて研究
を行った。それぞれのグループが研究全体の
目的に沿って研究課題を設定し，研究グルー
プ全体からの意見聴取を繰り返して研究を
進めた（図１）。 
 「教員・児童のニーズ分析班」は，小学生
が使用する教科書で使用されているカタカ 

図 1 研究組織および調査の方法 
 
ナ語を全て抜き出し，その語源や使用回数な
どについての調査を行った。また，デジタル
カメラで小学校周辺のアルファベット表記
のある看板を撮影し，分析を行った。 
 「児童の語彙知識調査班」は「音声と意
味」・「音声と文字」・「文字と意味」のつ
ながりの強さを調査するため，独自のテスト
を開発し，小学５・６年生を対象にテストを
実施した。 
 「教室英語資料分析班」は『英語ノート』
や他の英語教材にどの様な表現が含まれて
いるかについて調査するため，小規模のコー
パスを作成し，その分析にあたった。 
 
４．研究成果 
まず、語彙・表現に関するニーズ分析につ

いては、外国語活動が行われる直前の学年で
ある４年生の国語・算数の教科書及び道徳の
副読本にどのようなカタカナ英語が含まれ
ているかを調査し、効果的な教科間の連携を
行う可能性について調査した。その結果、高
頻度の英語語彙と重複するカタカナ英語が
上記教科・科目の中で使用されている割合が
高いことが明らかとなった。ここから、教科
書にカタカナ英語が出現した場合に、それら
が英語として使用することができることを
示唆する工夫をすることによって、国語や算
数、道徳などの学習からスムーズに外国語学
習に移行できる可能性が示唆された。しかし
ながら、指導者にはこれらのカタカナ英語を
英語の単語として紹介できる十分な知識と
技能、またはそれらを身につける研修等が必
要とされると思われる。また、一見英語のよ
うに感じられる和製英語もみられ、児童はこ
れらが英語でないことを判断することは難
しいと思われることから、指導者が誤解を軽
減することが求められる。そのためには、指
導者は日頃から学校内の日常に存在する和
製英語や英語以外の語源に由来する外来語
に注意しておく必要があることが示唆され
た。 
また、児童が学校周辺の地域でであってい

るアルファベット表記の語に関する調査で



 

 

は、大都市・大都市周辺の都市・観光地・田
園都市にある 10校の小学校周辺にあるアル
ファベット表記の語について、その種類や数
を調査した。各小学校を起点とし、4方向に
１キロメートルずつの範囲に存在している
看板や標識をデジタルカメラで撮影し、分析
を行った。その結果、地域によって看板や標
識の数に違いが認められ、大都市及びその周
辺都市の小学校が上位を占め、これらの学校
に通う児童は通学の途中で多くのアルファ
ベット表記文字に慣れ親しんでいる可能性
が示唆された。また、10 校の平均のアルフ
ァベット表記看板は、89件であった。 
さらに、看板や標識の種類の分析では、商

業看板や商業店舗、そして道路標識に多くの
アルファベット標識が見られることが明ら
かとなった。 
小学生がすでに持っている英語語彙知識

の調査では、「文字」「音声」「意味」のそ
れぞれのつながりの強さを測定するテスト
を開発、実施した。このテストは音声を聞い
てその語が表す絵や写真を選ぶ問題・音声を
聞いて正しい綴りを選ぶ問題・綴りをみてそ
の語が表す絵や写真を選ぶ問題の 3 種類の
問題で構成されている。このテストを５・６
年生の児童に実施し、「音声と意味」・「音
声と文字」・「文字と意味」のつながりの強
さを調査した。その結果、「音声と意味」に
は他の組み合わせよりも強く、このつながり
の中でも特にカタカナ英語についてはより
多くの「音声と意味」の組み合わせをすでに
蓄積していることが明らかとなった。 
児童用英語教材の表現分析では、前置詞を

含む表現と wh-句についての分析を行った。
教材を『英語ノート』とその他の教科書に分
けて比較を行った場合、前置詞の重要フレー
ズや定型表現にみられる重複が多くないこ
とが明らかとなった。 
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